
ヤマザキ動物看護大学　動物看護学科カリキュラムツリー【令和3年度入学生】

高度化し、専門分化した動物医療

において必要とされる応用的理

論・技術及び問題解決力を修得し

ている。

コミュニケーション能力と社会性

を身につけ、専門職、指導者とし

て、使命感を持ち、国際社会に貢

献する動物看護師としての能力を

身につけている。エ

社会の一員として国際的な

視野に立ち、コミュニケー

ションを大切に、自ら学

び、解決策を見出すための

努力ができる者。

エ

総合科目では、研修・ボランティ

ア活動、アッセンブリーアワー

（自校教育・キャリア教育）、イ

ンターンシップ、卒業論文等の科

目を通して社会性を養い、人間形

成及び社会人としての基礎力・指

導力を構築する

総

合

科

目

エ

ウ

動物看護学に興味を持ち教

育研究に必要な基礎学力を

有する者。

ウ

専門科目では、高度化し、専門分

化した動物医療に対応した科目を

配置し、さらに特色ある科目とし

て、動物看護ソーシャルワーク、

動物口腔ケア論、動物リハビリ

テーション、高齢動物看護学、エ

キゾチックアニマル看護学等の科

目を配置し、専門職としての応用

的理論・技術及び問題解決力を学

修する。
専

門

科

目

ウ

本学の建学の精神及び教育理念を

理解し、動物愛護の精神に則り、

人と動物の共生思想と倫理観を備

え、豊かな人間性と幅広い視野を

身につけている。 ・動物病院

・医療研究所

・生命科学研究機関

・製薬会社

・ペットフードメー

カー

・ペットショップ

・教育機関

イ

動物に深い理解と愛情を持

ち、人と動物の豊かな共生

を目指す者。
イ

専門基礎科目では、動物看護学に

必要とされる生命科学概論、動物

看護学概論、動物人間関係学概

論、動物形態機能学等の基礎的理

論・技術を学修し専門科目への導

入と位置づける。

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

イ

動物看護学に関する基礎的理論・

技術を修得している。

ァ

本学の建学の精神及び教育

理念に共感する者。

ァ

教養教育科目では、動物愛護の精

神に則り、人と動物の共生思想と

倫理観を身につけ、豊かな人間性

と幅広い視野を養うために、人文

社会系、自然科学系、言語と情報

系等の科目を配置し、専門教育科

目に繋げる。

教

養

教

育

科

目

ァ

アドミッションポリシー

（AP）

カリキュラムポリシー

（CP）

教育課程 ディプロマポリシー

（DP）

想定される

進路・就職先1年次 2年次 ３年次 4年次

・アッセンブリーアワーI

【養成する人材像】

動物愛護の精神に則り、人と動物の共生思想と生命を尊重する倫理観を身につけ、

ア 動物病院を中心として、チーム動物医療分野における研究・発展に寄与し、動物関連団体等において専門職、指導者として

活躍できる人材

イ 動物検査センター、研究所等で活躍できる人材

ウ ペット保険会社、動物医療機器等のペット関連企業で活躍できる人材

【建学の精神】「生命への畏敬」「職業人としての自立」 【教育理念】 「生命（いのち）を生きる」

【教育研究上の理念及び目的】

本学科は、本学園の建学の精神に則り、「生命（いのち）を生きる」を教育理念に生命を尊重する倫理観及び動物愛護の精神を備え、豊かな人間性と幅広い視野をもった動物

看護師の教育を行う。動物病院を中心とした動物医療、動物関連企業等の発展に貢献するための研究及び理論・技術を教授することを目的とする。

・動物臨床看護学（基礎）

・動物臨床看護学（基礎）実習

・動物飼育管理論

・コンパニオンアニマルケア

（グルーミング）論

・コンパニオンアニマルケア

（グルーミング基礎）実習

・動物愛護・福祉と関連法規

【教養教育科目】
【専門教育科目】

専門基礎科目 専門科目

・動物看護学概論

・動物人間関係学概論

・動物形態機能学

・動物生理学

・動物遺伝学

総合科目

・研修・ボランティア活動 ・動物実習短期留学

・統計学 ・動物看護学総合演習

・卒業論文

・アッセンブリーアワーⅡ

・インターンシップ

・哲学 ・英語Ⅰ

・生活と法律 ・英語Ⅱ

・生活と経済 ・フランス語入門

・基礎生物学 ・情報リテラシー（基礎）

・基礎化学 ・情報リテラシー（応用）

・基礎生化学 ・動物とジャーナリズム

・生命倫理学 ・英語Ⅲ

・美術史 ・英語Ⅳ

・心理学 ・健康とスポーツ（実技含む）

・キャリアマネジメント

・環境科学

・生命科学概論

・動物形態機能学実習

・動物生態学

・動物行動学

・動物薬理学

・動物病理学

・バイオテクノロジー

・動物繁殖学

・動物臨床看護学（内科）

・動物臨床看護学（内科）実習

・動物臨床検査学

・動物臨床検査学実習

・公衆衛生学

・寄生虫学

・小動物栄養学

・小動物臨床栄養学

・動物飼育管理実習

・コンパニオンアニマルケア

（グルーミング応用）実習

・野生動物学

・動物臨床看護学（外科）

・動物臨床看護学（外科）実習

・動物臨床看護学（総合）

・動物臨床看護学（総合）実習

・動物医療機器

・動物口腔ケア論

・動物口腔ケア実習

・ヒトと動物の共通感染症

・動物生化学

・微生物学

・血液学

・小動物放射線学

・リハビリテーション論

・動物病院実習

・伴侶動物学

・産業動物学

・実験動物学

・特殊検査

・エキゾチックアニマル看護学

・動物看護ソーシャルワーク

・ペットロス論

・動物リハビリテーション

・医療安全

・高齢動物看護学

・在宅・訪問動物看護論

・ペット関連産業論
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